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IDSC 済生会中津病院 

麻疹についての注意喚起 
（国内の麻疹発生状況を踏まえて：2018年4月27日） 

済生会中津病院感染管理室＆ICT 

安井良則 

IDSC 済生会中津病院 

☆現在、沖縄県で麻疹が流行しています。この
事について、麻疹の流行時期は春から夏にか
けてであり、注意喚起するためにスライドを作
成しました。ご参照ください。 
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IDSC 済生会中津病院 

麻疹について 

• 麻疹は麻疹ウイルス（Paramyxovirus科Morbillivirus属）によって引き
起こされる感染症である  

 

• 麻疹は、空気感染（飛沫核感染）、飛沫感染、接触感染と様々な感染経
路を示し、その感染力は極めて強い  

 

• 麻疹ウイルスに免疫を持たないヒトが同ウイルスに曝露・感染した場合、
１０日間前後の潜伏期間を経て発病する 

 

• 合併症には肺炎、脳炎、中耳炎、クループ症候群、心筋炎、更には亜急
性硬化性全脳炎（SSPE）等がある  

 

• 先進国では致死率は低下しているものの、合併症発症率、入院率はわ
が国においても高く、未だ重篤な疾患であることには変わりはない  

IDSC 済生会中津病院 

ましん  
麻疹 （はしか） 

• 原因 麻疹ウイルス measles virus 
• 感染経路 空気感染 
• 感染力が強い（基本再生産数Ｒ０） 
   1人→12-18人（インフルエンザ 1人→2-3人） 
• 合併症 

 麻疹ウイルスによる肺炎（６％）や脳炎(0.1%) 
  2次感染による細菌性肺炎、中耳炎(7%) 
  死亡 0.1-0.2%（途上国では 10倍以上）   

• 修飾麻疹  
  ワクチン接種後に年数が経って、麻しんに対する

免疫が下がってきた人の麻疹 の場合は、軽くすむこ
とが多い。しかし、感染源になる 

 

• 治療法なし、しかしワクチンで予防可能 
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IDSC 済生会中津病院 

ましん 

麻疹（はしか）の症状 

色素沈着 

最も感染力が強い時期 

カタル期で麻疹であることに気
づかずに行動 

感染を広げる 

免疫不全状態が数週間にわたって続く 

コプリック斑 

IDSC 済生会中津病院 

沖縄県の麻疹 
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IDSC 済生会中津病院 
沖縄県ホームページより：http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chiikihoken/kekkaku/mashin.html 

沖縄県の麻疹の流行曲線 

2018年4月26日現在の累積患者発生数=73名 

IDSC 済生会中津病院 
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IDSC 済生会中津病院 

沖縄県の麻疹流行について 

• 今回の沖縄県の麻疹の流行は、3月14日に発症した台湾からの旅行者
が発端であり、2018年4月26日現在73名の発症者がみられています 

 

• 患者発生の中心年齢は20代、30代の成人層であり、麻疹罹患歴がなく、

ずっと以前に接種した麻疹含有ワクチンによって得られた免疫が減衰し
ている人が多いことが今回の流行の要因になっていると推定されます 

 

• 沖縄県では乳児を麻疹から守るために、6～11か月児に対して麻疹ワク

チン接種の臨時の公費負担を始めていますが、残念ながら流行の抑制
には繋がりません 

 

• 2016年に大阪でも全て成人が発症例であった麻疹のアウトブレイクが発

生しましたが、麻疹ウイルスは海外から侵入してきており、今後同様の状
況は大阪も含めた日本全国で発生する可能性があります 

IDSC 済生会中津病院 
沖縄県ホームページより：http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chiikihoken/kekkaku/mashin.html 

観光客向けQ&A沖縄県ホームページより抜粋① 
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IDSC 済生会中津病院 
沖縄県ホームページより：http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chiikihoken/kekkaku/mashin.html 

観光客向けQ&A沖縄県ホームページより抜粋② 

IDSC 済生会中津病院 
沖縄県ホームページより：http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chiikihoken/kekkaku/mashin.html 

観光客向けQ&A沖縄県ホームページより抜粋③ 
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IDSC 済生会中津病院 

愛知県の麻疹 

IDSC 済生会中津病院 

☆愛知県の麻疹発生は、沖縄県への旅行者を発端例と 

し、それ以外はこの発端例が受診をした2つの医療機関 

での院内感染例（3名の医療従事者を含む）です 

愛知県ホームページより：http://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/267129.pdf 
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IDSC 済生会中津病院 

麻疹の流行について 

• 日本に対するWPROによる麻疹排除認定以降、大阪、沖縄、愛知県等の
国内の麻疹流行の中心は20代、30代の成人です 

 

• これからも全国各地で若年成人を中心とした麻疹の流行が発生していくこ
とは大阪も含めて覚悟しておく必要があります 

 

• 麻疹は沖縄県のみならず、東南アジアや中国等海外でも流行していて、ゴ
ールデンウイークで多数の旅行者が感染した状態で帰国し、医療機関を受
診することが考えられます 

 

• 医療機関の職員は麻疹ウイルスに曝露・感染する機会は高いですから、入
職時やあるいは定期的に抗体価検査を実施して、必要であれば麻疹含有
ワクチンの接種を行うべきです 


